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一
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電
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及
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す
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特
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輸
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一
一
、
一
二

 

一
二
、
四

　
　
一
二
、
一
二

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
三

可
　
　
決

一
一
、
一
八

　
　
一
一
、
二
二

修
　
　
正

　
　
一
一
、
二
六

修
　
　
正

一
般
電
気
事
業
会
社
及
び
一
般
ガ
ス
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
に
関

す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
今
後
一
般
電
気
事
業
会
社
の
設
備
投
資
の
た
め
の

資
金
需
要
が
大
幅
に
増
加
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

昭
和
五
十
一
年
に
十
年
間
の
限
時
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
一
般
電
気

事
業
会
社
及
び
一
般
ガ
ス
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
に
関
す
る
特

例
法
の
期
限
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
一
般
ガ
ス
事
業
会
社
を
対
象

か
ら
外
し
、
一
般
電
気
事
業
会
社
に
つ
い
て
の
社
債
発
行
限
度
倍
率

の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

一
、
題
名
を
「
一
般
電
気
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
に
関
す
る
特

　
例
法
」
に
改
め
、
一
般
ガ
ス
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
に
関
す



　
る
特
例
を
廃
止
し
、
一
般
電
気
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
に
関

　
す
る
特
例
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

二
、
一
般
電
気
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
倍
率
を
現
行
の
「
商
法

　
の
社
債
発
行
限
度
の
四
倍
」
か
ら
「
六
倍
」
に
改
正
す
る
。

三
、
法
律
が
失
効
す
る
も
の
と
さ
れ
る
期
限
の
規
定
及
び
失
効
後
の

　
経
過
措
置
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
一
般
電
気
事
業
会
社
及
び
一
般
ガ

　
ス
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す

　
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
商
工
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と

　
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
今
後
大
幅
に
増
大
す
る
見
込
み
の
一
般
電
気
事
業

　
会
社
に
係
る
設
備
投
資
の
資
金
需
要
に
対
処
し
て
、
電
気
の
安
定
供

　
給
を
図
る
た
め
、
一
般
電
気
事
業
会
社
の
社
債
発
行
限
度
に
関
す
る

　
特
例
措
置
を
当
分
の
間
継
続
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
債
発
行
限
度

　
額
を
現
行
の
商
法
に
定
め
ら
れ
た
社
債
発
行
限
度
額
の
特
例
措
置
で

　
あ
る
四
倍
か
ら
六
倍
に
引
き
上
げ
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る

　
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
電
気
事
業
の
設
備
投
資
及
び
資
金
調

達
の
見
通
し
、
電
力
債
に
よ
る
公
社
債
市
場
へ
の
影
響
、
電
力
投
資

に
よ
る
内
需
拡
大
効
果
、
電
気
料
金
と
円
高
差
益
還
元
問
題
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま

す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の

市
川
理
事
よ
り
、
本
法
律
案
に
反
対
の
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
円
高
差
益
の
取
り
扱
い
等
に
関
す
る

附
帯
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

特
定
石
油
製
品
輸
入
暫
定
措
置
法
案
（
閣
法
第
四
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
石
油
製
品
貿
易
を
め
ぐ
る
国
際
環

　
境
の
著
し
い
変
化
等
に
伴
い
、
我
が
国
が
こ
れ
ま
で
輸
入
を
行
つ
て

　
い
な
か
つ
た
揮
発
油
等
の
石
油
製
品
に
つ
い
て
も
輸
入
を
行
つ
て
い

　
く
必
要
性
が
高
ま
つ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
輸
入
が
円
滑

　
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も



の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
定
義

　
　
「
特
定
石
油
製
品
」
と
は
、
揮
発
油
、
灯
油
及
び
軽
油
を
い
う
。

二
、
登
録

　
（
1
）
　
特
定
石
油
製
品
の
輸
入
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
特

　
　
定
石
油
製
品
の
種
類
ご
と
に
、
通
商
産
業
大
臣
の
登
録
を
受
け

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
2
）
　
通
商
産
業
大
臣
は
、
登
録
の
申
請
が
次
の
条
件
に
適
合
す
る

　
　
と
認
め
る
と
き
は
、
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
イ
　
申
請
に
係
る
特
定
石
油
製
品
の
輸
入
量
が
変
動
し
た
場
合

　
　
　
に
対
応
す
る
た
め
、
石
油
製
品
の
得
率
の
調
整
を
行
う
の
に

　
　
　
必
要
な
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

　
　
ロ
　
申
請
に
係
る
特
定
石
油
製
品
若
し
く
は
原
油
を
貯
蔵
す
る

　
　
　
た
め
に
必
要
な
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

ハ
　
申
請
に
係
る
特
定
石
油
製
品
で
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
つ
い

　
て
そ
の
品
質
を
調
整
し
使
用
者
の
需
要
に
適
合
さ
せ
る
た
め

　
に
必
要
な
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

三
、
品
質
に
関
す
る
勧
告

　
　
通
商
産
業
大
臣
は
、
特
定
石
油
製
品
輸
入
業
者
が
輸
入
し
た
特

　
定
石
油
製
品
で
販
売
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
品
質
が
使
用
者
の
需

　
要
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
輸
入
業
者
に
対

　
し
、
品
質
の
確
保
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
輸
入
業
者
の
努
力

　
　
特
定
石
油
製
品
輸
入
業
者
は
、
当
該
製
品
の
円
滑
な
輸
入
に
努

　
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、
廃
止

　
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
廃
止
す

　
る
も
の
と
す
る
。

六
、
そ
の
他

　
　
罰
則
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
置
く
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
本
法
律
の
廃
止
期
限
に
つ
い
て
、

「
昭
和
七
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
」

と
の
修
正
が
行
わ
れ
た
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
特
定
石
油
製
品
輸
入
暫
定
措
置
法

　
案
に
つ
き
ま
し
て
、
商
工
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を

　
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
近
年
の
国
際
石
油
情
勢
の
緩
和
に
伴
い
、
揮
発
油



等
の
石
油
製
品
の
国
際
市
場
が
拡
大
し
、
我
が
国
も
こ
れ
ま
で
輸
入

を
行
つ
て
い
な
か
つ
た
石
油
製
品
に
つ
い
て
輸
入
を
行
う
必
要
性
が

生
じ
た
た
め
、
当
分
の
間
、
揮
発
油
等
の
輸
入
業
者
に
つ
い
て
登
録

を
行
い
、
輸
入
の
円
滑
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
品
質
の
確
保
に
関

す
る
勧
告
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
際
石
油
情
勢
の
見
通
し
、
我
が
国

石
油
業
界
の
諸
問
題
、
特
定
石
油
製
品
輸
入
業
者
の
登
録
要
件
、
衆

議
院
で
の
修
正
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
福

間
理
事
よ
り
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
松
岡
理
事
よ
り

賛
成
、
日
本
共
産
党
市
川
理
事
よ
り
反
対
、
参
議
院
の
会
木
本
委
員

よ
り
反
対
の
意
見
が
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
、
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
は
、
「
内
外
石
油
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
て
、
適
宜
適
切
に
本
法
の
見
直
し
を
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の

附
帯
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




